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１ 地方公営企業法第３０条第１項の規定に基づき、管理者は平成１６年度企業局３事業の
経 決算を調製し、平成１７年５月３１日、知事に提出した。

２ 監査委員への概要説明は、７月２９日に行う。
緯

３ 本決算は、監査委員の審査を受けた後、定例県議会の認定に付される。

企業局が経営している、電気・温泉及び地域振興の３事業の決算の概要は、次のとおりで
ある。

１ 電 気 事 業

早川及び笛吹川水系、塩川の１８発電所で、５億２，５２６万５千キロワットアワーの
電力を供給。当期純利益は、９億１，７５２万１千円となった。
なお、主な工事としては、奈良田第三発電所黒河内取水口災害復旧落石防護工事（修繕

費 、柚ノ木発電所水車発電機分解点検工事（修繕費）及び柚ノ木発電所調整池表面遮水）
内 壁補修工事（修繕費）等を実施した。

(1) 収益的収支 (2) 資本的収支
収 入 3,937,895 千円 収 入 166,353 千円
支 出 3,020,374 千円 支 出 757,450 千円
収支差 917,521 千円 収支差 △ 591,097 千円

２ 温 泉 事 業

県営温泉は、６本の源泉から給湯契約数５５９口に対し９２万ｍ の給湯を実施。当期3

純利益は、６，０７０万２千円となった。
なお、主な工事としては、配湯管敷設替工事（改良費）等を実施した。

(1) 収益的収支 (2) 資本的収支
収 入 178,836 千円 収 入 14,879 千円
支 出 118,134 千円 支 出 33,494 千円
収支差 60,702 千円 収支差 △ 18,615 千円

３ 地域振興事業

平成１６年４月１日からの指定管理者制度及び利用料金制の導入による経営改革によっ
容 て、当期純損失は、対前年度比２億４，３２４万６千円減の１億７，０８７万９千円とな

った。
また、損益勘定留保資金の創出が可能となったため、課題であった長期借入金の償還を

開始することができた。
なお、有料施設利用者数は、２１９,４５８人であった。

(1) 収益的収支 (2) 資本的収支
収 入 153,483 千円 収 入 170 千円
支 出 324,362 千円 支 出 55,000 千円
収支差 △ 170,879 千円 収支差 △ 54,830 千円


